
通
常
国
会
が
は
じ
ま
り
ま
し

た
。
最
初
の
予
算
委
員
会
で
、

安
倍
首
相
に
よ
る
「
桜
を
見
る

会
」
私
物
化
を
追
及
し
ま
し
た
。

２
０
１
９
年
の
「
桜
を
見
る

会
」
参
加
者
は
１
万
８
２
０
０

人
と
第
２
次
安
倍
政
権
前
の
約

２
倍
に
な
り
、
「
総
理
大
臣
等
」

に
よ
る
招
待
者
は
２
０
０
５
年

（
小
泉
純
一
郎
内
閣
）
の
３
倍

超
に
な
っ
て
い
ま
す
。
安
倍
事

務
所
の
参
加
申
込
書
に
は
、
家

族
や
知
人
・
友
人
を
誘
う
場
合

は
用
紙
を
「
コ
ピ
ー
し
て
ご
利

用
く
だ
さ
い
」
と
記
し
て
あ
り
、

安
倍
首
相
の
後
援
会
員
が
紹
介
者

に
な
れ
ば
、
知
人
・
友
人
が
ど
ん

ど
ん
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

麻
生
太
郎
財
務
相
に
対
し
、

「
首
相
在
任
当
時
、
こ
う
い
う
形

で
参
加
者
を
『
幅
広
く
募
る
』
こ

と
を
し
て
い
た
か
」
と
聞
く
と
、

麻
生
氏
は
「
あ
り
ま
せ
ん
」
と
述

べ
ま
し
た
。

幅
広
く
募
っ
た
の
は
安
倍
政
権

に
な
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
『
長
年
』

で
は
な
く
、
安
倍
政
権
７
年
の
慣

行
だ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。

開
催
要
領
の
「
１
万
人
規
模
」

を
無
視
し
、
後
援
会
員
を
大
量
に

招
待
、
接
待
す
る
の
は
公
選
法
違

反
の
買
収
で
は
な
い
か
と
い
う
指

摘
に
、
安
倍
首
相
は
「
最
終
的
に

内
閣
府
・
内
閣
官
房
が
取
り
ま
と

め
て
い
る
か
ら
指
摘
は
あ
た
ら
な

い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

各
界
で
功
績
・
功
労
の
あ
っ
た
人

を
招
く
の
が
「
桜
を
見
る
会
」
の
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歯
の
矯
正
に
保
険
適
用
を

厚
生
労
働
大
臣
要
請
に
同
席

1
月
15
日
（
水
）
、
歯
の
歯
科
矯
正

に
保
険
適
用
を
求
め
る
「
保
険
適
用
を

願
う
会
」
の
橋
本
岳
厚
労
副
大
臣
へ
の

要
請
に
同
席
し
ま
し
た
。

学
校
の
歯
科
検
診
で
、
要
検
査
・
要

治
療
と
い
わ
れ
て
も
、
経
済
的
負
担
が

原
因
で
検
査
・
治
療
で
き
な
い
方
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
橋
本
厚
労
副
大
臣

は
問
題
意
識
を
共
有
し
て
い
る
と
の
認

識
を
示
し
ま
し
た
。

質問する宮本徹 （上）

答弁する安倍首相（右）

予算委員会の質疑が報道されました

１
月
29
日
付
毎
日
新

29
日
付
朝
日
新
聞

29
日
付
東
京
新
聞

ＴＢＳ ＮＥＷＳ２３

テレ朝 ニュース報道

日テレ ニュース報道

「
桜
」
後
援
会
員
の
接
待

事
実
上
の
買
収
だ

衆議院

予算委員会



趣
旨
な
の
に
、
安
倍
事
務
所
の
申
込

書
に
も
、
内
閣
府
の
招
待
者
名
簿
に

も
「
功
績
・
功
労
」
を
書
く
欄
が
あ

り
ま
せ
ん
。
内
閣
府
か
ら
招
待
状
が

発
送
さ
れ
る
の
は
３
月
な
の
に
、
安

倍
事
務
所
は
参
加
申
込
者
に
対
し
て

「
こ
の
度
は
桜
を
見
る
会
へ
の
ご
参

加
を
賜
わ
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」
と
記
し
た
文
書
を
「
２
月
吉

日
」
付
で
出
し
て
い
ま
す
。
私
は

「
安
倍
事
務
所
に
申
し
込
ん
だ
時
点

で
参
加
が
確
定
し
て
い
る
。
首
相
は

『
最
終
的
に
内
閣
官
房
と
内
閣
府
が

と
り
ま
と
め
て
い
る
』
と
言
う
が
、

事
実
上
ノ
ー
チ
ェ
ッ
ク
だ
」
と
追
及

し
ま
し
た
。

安
倍
首
相
は
、
「
事
務
所
の
担
当

者
に
よ
れ
ば
、
推
薦
す
れ
ば
招
待
さ

れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
安
易
な
臆
測
の

下
、
作
業
を
進
め
た
。
（
案
内
状
は
）

不
適
切
な
表
現
で
問
題
が
あ
っ
た
」

と
釈
明
。
内
閣
官
房
の
大
西
証
史
内

閣
審
議
官
は
、
「
功
績
・
功
労
」
の

有
無
を
チ
ェ
ッ
ク
し
な
か
っ
た
こ
と

を
事
実
上
、
認
め
ま
し
た
。

私
は
、
「
国
の
行
事
を
私
物
化
し
、

税
金
で
地
元
の
後
援
会
員
や
有
権
者

を
接
待
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

事
実
上
、
公
選
法
違
反
の
買
収
行
為

だ
。
総
理
大
臣
を
続
け
る
資
格
は
な

い
」
と
厳
し
く
指
摘
し
ま
し
た
。

募
っ
た
が
募
集
し
て
い
な
い

安
倍
首
相
に
「
地
元
事
務
所
が
参

加
者
を
幅
広
く
募
集
し
て
い
る
こ
と

を
い
つ
か
ら
知
っ
て
い
た
か
」
と
聞

く
と
、
首
相
は
「
幅
広
く
募
っ
て
い

る
と
い
う
認
識
だ
。
募
集
し
て
い
る

と
い
う
認
識
で
は
な
い
」
と
答
弁
。

私
は
「
『
募
る
』
と
『
募
集
』
は

同
じ
だ
」
と
指
摘
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ツ
イ
ッ
タ
ー

上
で
は
、
こ
れ
を
ネ
タ
に
大
喜
利
が

く
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

米
軍
横
田
基
地
周
辺
の
武
蔵
村
山
市
な
ど
の
井
戸

で
高
濃
度
の
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
（
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
、
Ｐ

Ｆ
Ｏ
Ａ
）
が
検
出
さ
れ
た
問
題
で
１
月
10
日
、
私
は
、

尾
崎
あ
や
子
都
議
会
議
員
や
武
蔵
村
山
市
な
ど
の
基

地
周
辺
各
市
議
、
住
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
防
衛

省
か
ら
聞
き
取
り
を
行
い
、
情
報
開
示
や
調
査
な
ど

住
民
の
安
全
に
責
任
を
果
た
す
よ
う
求
め
ま
し
た
。

横
田
基
地
周
辺
井
戸
で
有
害
物
質

水
汚
染
調
査
を

日
本
共
産
党
国
会
議
員
団
は
、
中
国
・
武
漢
を
中

心
に
感
染
が
広
が
っ
て
い
る
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
関
連
肺
炎
」
に
対
す
る
対
策
本
部
（
本
部
長
は
医

師
で
も
あ
る
小
池
晃
参
議
院
議
員
）
を
設
置
し
ま
し

た
。
私
は
事
務
局
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

国
民
へ
の
情
報
提
供
、
検
査
・
医
療
体
制
を
急
ぐ

こ
と
な
ど
、
与
野
党
を
超
え
て
、
政
府
が
万
全
の
取

り
組
み
を
す
す
め
る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
肺
炎
」

党
国
会
議
員
団
対
策
本
部
設
置


